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新たな評価指標のあり方の検討

○ 前回の評価会議等において、「アクセシビリティやユーザビリティを視点とした評価指標を検討す
る時期に来ているのではないか」といったご意見があった。

○ 当該ご意見等を踏まえ、評価会議における評価のあり方（評価指標）について検討する。

【対応方針】

・ バリアフリー化の進展に伴い、「バリアフリー化の質」を評価することは非常に重要。

・ 評価指標の策定に当たっては、関係各者との議論を重ねることが必要であり、具体的な事例を用いることでより
円滑に議論が進められると考えられる。

・ そのため、今後、当事者参画による意見交換会や現地視察も含め、アクセシビリティやユーザビリティを視点とした
公共交通機関等での「サンプル評価」を実施し、評価会議において結果を報告、ご意見を伺った上で具体的な
検討を開始する。

・ 年に2回開催している評価会議のほか、意見交換や現地視察を行うWGの設置を検討。

・ 中央大学研究開発機構等による「空港のユニバーサルデザイン」を参考に検討を実施。

【今後の検討に向けた留意点】

・ 全ての人が平等であるという点を実現するための「柱」となる考え方をどう設定すべきか。

・ 施設の種類、規模、地域性の違い等について、評価のあり方や実施手法をどう考えていくべきか。

・ 新たな評価指標や評価結果をどのように具体的な施策に反映していくか。

【スケジュール（案）】
○令和３年度
・10月～ 評価指標の検討の本格実施
・３月 第７回評価会議にて進捗報告、WG設置等

○令和４年度
・WGによる意見交換会・現地視察の実施
・第８～９回評価会議において進捗報告・意見聴取
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